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新たな動きへの対策

防災・減災、国土強靱化のための３か年
緊急対策

Ⅰ．防災のための重要インフラ等の機能維持

Ⅱ．国民経済・生活を支える重要インフラ等の機
能維持

【平成30年12月14日閣議決定】

大規模広域豪雨を踏まえた
水災害対策のあり方について（答申）

Ⅰ．施設能力を上回る事象が発生する中で、人
命を守る取組

Ⅱ．社会経済被害の最小化や被災時の復旧・復
興を迅速化する取組

Ⅲ．気候変動等による豪雨の増加や広域災害に
対応する取組

Ⅳ．技術研究開発の推進

【平成30年12月社会資本整備審議会】

平成３０年７月豪雨を踏まえた
水害・土砂災害からの避難のあり方に
ついて（報告）

Ⅰ．避難に対する基本姿勢

Ⅱ．「自らの命は自らが守る」意識の徹底や災害
リスクと住民のとるべき避難行動の理解促進

Ⅲ．地域における防災力の強化

Ⅳ．高齢者等の要配慮者の避難の実効性の確
保

Ⅴ．防災気象情報等の情報と地方公共団体が発
令する避難勧告等の避難情報の連携

Ⅵ．防災情報の確実な伝達

【平成30年12月26日平成３０年７月豪雨に

よる水害・土砂災害からの避難に関する
ワーキンググループ（内閣府）】

「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画の改定
（新たな動きのみ抜粋）
Ⅰ．関係機関の連携体制

・協議会に利水ダム管理者や福祉部局など多様な関係機関の参画
・土砂災害への防災体制、防災意識の啓発などに関する先進的な取り組みを共有するための連絡会を設置

Ⅱ．円滑かつ迅速な避難のための取組
（１）情報伝達、避難計画等に関する事項

・多機関連携タイムライン：多くの関係機関が防災行動を連携して実施することが必要となる都市部等の地域ブ
ロックで作成

・防災施設の機能に関する情報提供：ダムや堤防等の施設の効果や機能、避難の必要性等に関して住民等へ周
知 等

（２）平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項
・共助の仕組みの強化：地区防災計画等の作成促進、地域の防災リーダー育成を推進
・住民一人一人の適切な避難確保：マイ・タイムラインの作成等を推進

・リスク情報の空白地帯の解消：ダム下流部の浸水想定図の作成・公表、土砂災害警戒区域等の指定の前提とな
る基礎調査の早期完了 等

（３）円滑かつ迅速な避難に資する施設等の整備に関する事項
・円滑な避難の確保：代替性のない避難所や避難路を保全する砂防堰堤等の整備

・簡易型河川監視カメラ：災害時に画像・映像によるリアリティーのある災害情報を配信できるよう、機能を限定し
た低コストの河川監視カメラを設置 等

Ⅲ．被害軽減の取組
（１）水防体制に関する事項（新たな動きなし）
（２）多様な主体による被害軽減対策に関する事項
・民間企業における水害対応版BCPの策定を推進等

Ⅳ．氾濫水の排除、浸水被害軽減に関する取組
・排水設備の耐水性の強化：下水道施設、河川の排水機場について、排水機能停止リスク低減策を実施 等

Ⅴ．防災施設の整備等
・土砂・洪水氾濫への対策：人命への著しい被害を防止する砂防堰堤・遊砂地、河道断面の拡大等の整備
・多数の家屋や重要施設等の保全対策：樹木伐採、河道掘削等を実施
・本川と支川の合流部等の対策：堤防強化、かさ上げ等を実施
・ダム等の洪水調節機能の向上・確保：ダム再生を推進、ダム下流河道の改修、土砂の抑制対策
・重要インフラの機能確保：インフラ・ライフラインへの著しい被害を防止する砂防堰堤、海岸堤防等の整備 等

Ⅵ．減災・防災に関する国の支援

・計画的・集中的な事前防災対策の推進：事前防災対策として地方公共団体が実施する「他事業と連携した対策」
「抜本的対策（大規模事業）」を支援する個別補助事業を創設
・TEC-FORCEの体制・機能の拡充･強化：大規模自然災害の発生に備えた初動対応能力の向上 等

【平成31年1月29日 国土交通省】
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防災教育支援メニュー一覧表（１／２）
タイトル ①「命を守る」ための

防災教育イラスト集を用いた
防災学習～洪水編～

②防災カードゲーム
「このつぎなにがおきるかな？」

③マイ・タイムラインを
作ってみよう！

④マイ・タイムラインで
逃げ遅れゼロ

概要 ３枚のシンプルなイラストと解説で、
構成された７パターンの「紙芝居」で、
命を守るために必要な知識や行動
について学べます。

ドアの外に水がたまると玄関が開
かなくなる！水がたまると避難でき
なくなる！水害が発生したときに起
こる危険な状況をカードゲームにし
ました。子供たちが遊びながら防災
について学ぶことができます。

住民一人ひとりが、自分の家族構
成や生活環境にあった避難に必要
な情報・判断・行動を把握して、
マイ・タイムラインを作成して、
『自分の逃げ方』を手に入れます。

マイ・タイムラインの必要性を分かり
やすく解説したビデオです。
平成27年関東・東北豪雨や、平成
29年九州北部豪雨等による被害の

様子から始まり、マイ・タイムライン
がある時、ない時の違いを分かりや
すく解説しています。

対象 小学生以上 小学生以上 小学生以上 小学生以上

想定される
開催場所

屋内・屋外 屋内（風が防げれば屋外も可） 屋内 屋内

所要時間 １回あたり１０分程度 説明含め３０分程度 １回あたり４５分程度 １回あたり５分程度

学べる
ポイント

危険を認識
避難を決断
避難場所・ルートの選択

危険を認識
避難を決断
避難場所・ルートの選択

タイムラインとは
危険を認識
河川の氾濫とは
情報の収集手段
安全な逃げ方

マイ・タイムラインの有無による
危険度の違い
重要性

イメージ

補足 ・洪水編イラスト ２１枚
・津波編イラスト １８枚

・「国土交通省防災教育ポータル」
ウェブサイトにて公開中

・遊び方の例
[1]なにがおきるか ならべてみよ
う！（防災七ならべ）

[2]とるとるカード！（防災かるた）
[3]だいじょうぶでは ありません！
（防災ババぬき）

・「国土交通省防災教育ポータル」
ウェブサイトにて公開中

・進め方
[1]ビデオ（右記④）上映
[2]「自分」の情況把握
[3]川が氾濫するまでの流れを知る
[4]備えを考える
[5]マイ・タイムラインを作る
・低学年にはやや難しい。

・内容
[1]近年の豪雨被害
[2]マイ・タイムラインとは
[3]マイ・タイムラインがないとき
[4]マイ・タイムラインがあるとき
・YouTubeでも公開中

参考
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タイトル ⑤防災学習パネル展示 ⑥防災学習資料
「水害から守ろう！ 自分の命」

（高校生以上編）

⑦防災学習資料
「水害から守ろう！ 自分の命」

（中学生以下編）

⑧降雨体験車の派遣

概要 過去の水害事例や、洪水浸水想定
区域図から水害発生の危険性を理
解してもらうと共に、避難に役立つ
情報取得方法や住民のとるべき防
災行動等を示し、水害に対する防
災意識を高め避難行動につながる
ことをイメージしたパネル展示です。

主に未来を担う若い世代に向けて、「施設で防ぎきれない洪水は必ず発生
する」ということと、それに備えて「逃げ遅れゼロ」の意識をもってもらうこと
を目的として、学校での授業でも活用できるよう作成した学習教材です。

これを元に、児童・生徒等への講演はもちろん、この資料を活用して頂け
る先生方への講習が可能です。

また、学習資料のほか、専門用語などについて初学者にも分かり易いよう、
用語集もあります。

台風時の大雨（1時間あたり10㎜～
300㎜）を体験することができる降雨

体験車を訓練やイベントなどに派遣
することができます。

対象 主に高校生以上
（ルビは小学校4年生以上対応）

高校生以上 小学生以上中学生以下 小学生以上

想定される
開催場所

屋内（風が防げれば屋外も可） 屋内（風が防げれば屋外も可） 屋内（風が防げれば屋外も可） 屋外

所要時間 － １回あたり５０分程度 １回あたり４０分程度 １回あたり５分（７名）

学べる
ポイント

水害リスクの認知
防災意識の向上
災害時の技術的支援
「逃げ遅れゼロ」の意識向上

水害リスクの認知
自助の必要性
避難の重要性

水害リスクの認知
自助の必要性

風水害の体験
水防活動の必要性

イメージ

補足 ・パネル A0版 10枚
・貸し出しも可能
・「説明つき」も可能

・高崎河川国道事務所ＨＰに掲載予
定

・パワーポイント資料 40枚
・気付きノート付き（書き込み頁）
・説明者用読み原稿あり

・資料中や説明に用いられる専門
用語の用語集あり

・高崎河川国道事務所ＨＰに掲載予
定

・パワーポイント資料 30枚
・気付きノート付き（書き込み頁）
・クイズ付き
・説明者用読み原稿あり

・資料中や説明に用いられる専門
用語の用語集あり

・高崎河川国道事務所ＨＰに掲載予
定

・イベントに人気の体験車で先約優
先のため、希望日に予約できない
恐れあり
・身長130㎝未満の子ども向けカッ
パは別途用意が必要

・事務所広報費が確保できることが
条件

防災教育支援メニュー一覧表（２／２）
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